
芸術の秋、本日は陶芸教室の開催です。講師はスタッフの一員でもある紅林すゞ子さん

作品は『ふくろうの香炉』、お香をたいたりお線香をともすことができる置物を製作します

放課後楽校inおおくま

事務局発行

令和6年10月15日

№７

放課後楽校

おおくま通信

最初は３００ｇずつの赤粘土と白粘土３等分で６個を【作り方の手順】

６個を段々に重ねて１つに ここから香炉の製作開始 まず香炉の底の部分

～ふくろうの香炉づくり ～



　全員が完成することができまし

２本の足ができました 『つばさ』も仕上がりました

ふくろうの『からだ』を制作 からだに『目玉』『つばさ』『あし』『口』を付け

た。スタッフは子どもたちの意欲

皆さん仕上げに夢中になって取り組んでいます。先生方も参観に来てくださいました。

ご覧ください。

と集中力にびっくり。感想発表で

は「粘土にふれてつくることが楽

しかった」と。

　作品は、逢隈文芸まつりに展示

予定になっていますので、ぜひ、


